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市
は
、
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
、
使
用
す
る
施
設
な

ど
の
整
備
に
あ
た
り
、
国
や
金
融
機

関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
ら
市
の
借
金
を
市
債
と

い
い
ま
す
。

　
市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

活
用
す
る
た
め
に
土
地
や
建
物
を
所

有
し
て
い
る
ほ
か
、
特
定
の
目
的
や

　
市
は
、
一
時
的
な
資
金
不
足
に
よ

り
、
市
民
へ
の
給
付
や
納
入
業
者
へ

の
支
払
い
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い

よ
う
、
金
融
機
関
か
ら
一
時
的
に
資

金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
市
の
借
り
入
れ
を
一
時

借
入
金
と
い
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
３
月
31
日
現
在
の
借

入
金
残
高
は
、
一
般
会
計
で
３
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

特
別
会
計
の
一
時
借
入
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

万
が
一
の
と
き
に
使
え
る
預
金
（
基

金
）
な
ど
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
収
入
の
う
ち
、
市
税
は
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く

安
定
的
な
収
入
で
、
近
年
は
51
億
円

台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
財
政
運
営

を
行
う
上
で
は
、
収
入
の
う
ち
、
市

税
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登
別

市
は
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
低
く
、

一
方
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
出
の
う
ち
、
公
債
費
や

人
件
費
の
ほ
か
、
扶
助
費
（
生
活
保

護
費
や
福
祉
関
係
の
給
付
費
な
ど
の

社
会
保
障
費
）
が
、
歳
出
の
多
く
を

占
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

め
、
歳
出
の
面
で
は
、
事
務
事
業
評

価
や
予
算
編
成
な
ど
を
通
じ
て
、
事

業
の
必
要
性
、
効
率
性
に
つ
い
て
不

断
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
で
健
全
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
歳
入
の
面
で
は
、
国
の
動
向
な
ど

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
収
入
や

万
が
一
の
と
き
に
自
由
に
使
え
る
基

金
（
預
金
）
を
確
保
す
る
こ
と
に
努

　
特
定
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め
、

ま
た
、
財
源
の
調
整
を
図
る
た
め
、

市
は
、
基
金
（
預
金
）
の
積
み
立
て

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
万
が
一
の
と
き
の
備

え
と
し
て
い
る
基
金
（
財
源
調
整
用

基
金
）
の
２
０
１
８
年
度
の
残
高
は
、

前
年
度
比
で
約
１
・
９
億
円
減
少
し

ま
し
た
。

　
収
入
に
占
め
る
地
方
交
付
税
の
割

合
が
高
い
本
市
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少

や
、
国
の
計
画
や
財
政
状
況
な
ど
に

よ
り
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な
っ
た

際
な
ど
に
備
え
、
支
出
を
抑
制
す
る

な
ど
、
基
金
（
預
金
）
残
高
を
一
定

程
度
保
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

市民一人当たりに換算した場合

◇一人当たりの収入額 …………… 40万　456円
◇一人で負担する市税 …………… 10万1,031円
◇一人当たりの支出額 …………… 36万2,565円
◇一人当たりの市債残高 ………… 44万7,065円
※人口（2019年３月31日現在） ……… ４万7,931人

市債残高の状況
区　　分 残高
一般会計 212億5,245万円

特
別
会
計

学校給食事
業特別会計 844万円

簡易水道事
業特別会計 1億6,737万円

合　　計 214億2,825万円
※ 2019年3月31日が日曜日のため、
4月1日に償還した市債も残高か
ら差し引いています。

市有財産の状況
区　　分 残高
土　　地 686.1万平方㍍
建　　物 27.5万平方㍍

基金など
現　金 30億3,277万円
土　地 11.6万平方㍍

出資金・
債権など

出資金など 1億　690万円
債　権 4億4,965万円

3  ２０１9．５月号  ２０１９年３月末登別市の財政状況をお知らせします


